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1. 首里城公園内の管理区分について
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緑色：
県営首里城公園

赤色：沖縄県国営沖縄記念
公園内施設（首里城地区内
施設）
→「有料区域」と呼ぶ



有料区域内の沖縄県の管理エリア
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2. 入域観光客と入園者・入場者の推移
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〇 令和５年度は新型コロナが「5類感染症」に移行し、イベント等が通常開催されたほか、全国旅行支援
等の影響による旺盛な観光需要を取り込み、入園（場）者数は回復し、入園者は前年度比＋45.0％、入場者
が前年度比＋47.5％ （入域観光客＋25.9％）となった。
〇 入域観光客に占める入園者の割合は17.0%となっており、令和４年度の14.7％より改善しているが火災
前水準28.0％に達していない。



3. サービスの安定性の評価（財務状況）－首里城有料区域
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〇 入場料収入は、入域観光客の増や定期観光バスの誘致に伴う入園（場）者数の増により、前年度比＋
46.8％となった。
〇 売店等の収入は、入園（場）者数の増に伴う利用者増や、高単価商品の売れ行きが好調であったことで
客単価が増加し、前年度比＋47.3％となった。
〇 指定管理料の前年度比増となった理由は、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金24,755千
円を交付したことによる。
〇 支出においては、入園（場）者数の増に伴う各種経費の増加のほか、労務単価の増や新型コロナウイル
ス感染症対応地方創生臨時交付金を活用したシステム改修等を実施したことにより、前年度比＋34.8％と
なっている。



3. サービスの安定性の評価（財務状況）－県営首里城公園
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〇 県営首里城公園は、利用料金収入で管理運営経費が賄えない施設として、従来より指定管理者に対し指
定管理料年約1.6億円を支払っている。令和5年度においては、台風災害の復旧費用や新型コロナウイルス感
染症対応地方創生臨時交付金を42,412千円交付したため、前年度比＋26.2％となっている。

〇 駐車場収入は、入域観光客の増や定期観光バスの誘致に伴う入園（場）者数の増や、料金単価改定に伴
い前年度比＋45.5％となった。

〇 支出においては、労務単価の増、台風災害の復旧費用や新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交
付金を活用したトイレ改修等により、管理運営経費は前年度比＋33.3％となっている。



4. 履行確認・評価
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・施設維持管理
・安全衛生管理
・その他維持管理に関する業務

維持管理業務

・入場料収受
・首里城復興普及啓発
・復元整備に関する展示解説等
・行催事
・売店営業等
・広告宣伝・誘客営業活動及び
利用促進計画
・利用者案内・警護
・その他運営に関する業務

運営業務

・企画調査研究
・地域還元事業
・公園関連事業

自主事業（関連事業）

＜首里城有料区域＞ ＜県営首里城公園＞

・施設維持管理
・清掃
・植栽管理
・施設管理
・修繕
・警備及び利用者誘導

維持管理業務

・行為の許可手続き
・利用料金の徴収に関する業務
（駐車料金、行為の許可）

運営業務

・首里杜館の売店及びレストラン
・本設店舗の売店
・城郭内と連携した各種イベントの開催

自主事業



安全衛生管理－防火管理について
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〇 防災、防犯、利用者の安全対策のさらなる向上のため、今後も継続的なマニュアルの見直し、教育訓練
の実施等に努めること。

〇 各種工事の影響により消防設備の配置変更が行われることを踏まえ、適宜消防設備の配置図の更新を行
い、非常時に対応できるよう全スタッフへの周知を図ること。

取組改善案

〇 以下の取組内容が良好に実施されていることを確認。
・毎月県・国と連携し、奉神門管理事務室、首里杜館（防災センター）、公園管理センター、工事警備室
の４か所の管理室と国の工事エリアを含む公園全体で様々なリスクによる訓練を実施。

・国・県・指定管理者と合同で振り返りを実施し、課題を抽出して改善に努めた。

現状分析・課題



5. サービスの質の評価（利用者アンケート結果）
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〇 記入用紙とアンケート回収箱を園内5か所に設置するほか、WEB回答を導入し、園内掲示やリーフレットにQR
コードを表示している。回答件数は、R5年度合計で3,009件、前年度比+51％となっている。
〇 首里城有料区域、県営首里城公園ともに全てのカテゴリーで高い満足度を維持できている。

〇 引き続き、お客様のご意見を収集・分析し、今後の管理運営の課題解決につなげる必要がある。
〇 改善要望（お客様の声）及びその対応を積極的にホームぺージ等で公開し、アンケート回答数の増加に
取り組む必要がある。
〇 リーフレットのQRコード表示を大きくするなど、利用者の目に留まる工夫の検討が必要である。
〇 今後、増加が見込まれる外国人観光客向けにWEB方式の多言語対応を検討する必要がある。

アンケートの手法と結果

取組改善案



6. 総合評価-首里城有料区域
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前年比 計画比

①利用状況 利用者数 650,539人 750,000人 959,558人 147.5% 127.9%

・新型コロナが5類感染
症に移行したことや、全
国旅行支援等の需要喚
起策等の影響により、入
域観光客数が増加した
ことで前年度実績の及
び目標値を大きく上回っ
た。
【参考】
入域観光客数
R4：6,774千人
R5：8,532千人

S
（20）

②満足度 満足度 97.7% 90% 96.5% 98.8% 107.2%

・各項目ともに満足度が
高く、良好な結果になっ
ている。
・5月よりQRコードを使用
したアンケートでの収集
を追加し多くのお客様の
声を収集するよう取り組
んだ結果、アンケートの
収集総数は3,009件とな
り、前年度の収集総数
（1,989件）を上回る回答
を得ることができている。
・今後もアンケート回収
増に向けて取り組むとと
もにお客様の声を踏ま
え、利用者の満足度向
上に務めること。

S
（20）

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -0.1% -12.7% -0.1% 73.3% 0.7%

・観光入域客数の大幅な増
に伴い、首里城の利用者も
増加し利用料金収入は前
年度比・計画比ともに増と
なった。
・イベント実施や定期観光
バスの誘致に取り組み収入
増となった。
・引き続き収入増のため、
有料区域の入場者増に繋
がるイベント実施や、売店
利用者増に繋がる魅力ある
商品開発などに取り組む必
要がある。

・利用者数の増加に伴い、
多くの費目にて増額となっ
た。
・事業収支の赤字幅は減少
しておりコスト管理の効果は
一定程度出ているものとい
える。
・収支は赤字であるが、計
画より改善しているため、収
入増への取り組み、適切な
コスト管理を継続することで
事業収支の改善を図る必
要がある。

B
(0)

活
動
指
標

④重点取組事項 HPアクセス数 3,425,747件 3,253,000件 4,066,082件 118.7% 125.0%

沖縄県への観光需要の
高まりに伴い、ホーム
ページのアクセス数も増
加した。イベント情報や
復元工事に関するお知
らせや進捗情報につい
ては、首里城公園の公
式SNS（Facebook／
Instagram／X）を活用し
て発信し、ホームページ
への誘導を促進した。ま
た、多言語ページでもイ
ベント情報や復元工事
に関するお知らせなどの
アップデートに取り組ん
だ。

S
（10）

・今後、さらなる旅行需要の高
まりやインバウンド等の利用増
が想定されることから、県営区
域（駐車場等）と連携して受け
入れ体制の強化を図るととも
に、魅力ある旅行商品の造成
により誘客を行うなど入場促進
を図り収入増に向け取り組む
必要がある。
・今後、正殿復元整備工事の
進捗に合わせ、国・県と連携
し、安心・安全かつ快適に観
覧できる環境整備や、「見せる
復興」をPRし誘客と満足度向

上を図り、収入増に繋げる必
要がある。

イベント情報や復興の進捗
などは、SNS広告やニュー
スリリース配信サイト「PR
TIMES」を活用して情報発
信し、ホームページへのア
クセス数を増やすよう努め
る必要がある。
さらに、多言語ページの
アップデートとして自動翻
訳機能を活用し、迅速に多
言語ページを更新するよう
に取り組む必要がある。

評価
（点数）

取組改善案

成
果
指
標

・今後も国内客、インバウン
ド、クルーズ船客の来訪増
が予測されることから、旅行
事業者とのタイアップ商品
の造成など、連携を密にし
て入場促進に引き続き努め
る必要がある。
・「見せる復興」として復元
工事のPRなどの広報や、復
興関連イベントの開催など
により、県民に向けても首
里城への関心度向上と来
園増へ取り組む。
・今後も外国人観光客が増
加することが見込まれるた
め、展示解説の多言語化な
どの対応を検討する必要が
ある。

・各項目とも高い評価を受
けており良好な結果となっ
ている。引き続き、来園者ア
ンケート等でお客様のご意
見を収集・分析し、今後の
管理運営の課題解決に繋
げる必要がある。
・アンケート回収方法にＷＥ
Ｂ方式を導入したことにより
回収数は増加しているが、
改善要望に対する対応の
積極的な公開、リーフレット
のQRコード表示を大きくす
る、今後増加が見込まれる
外国人観光客向けにWEB
方式の多言語対応を検討
するなど、引き続きアンケー
ト回収数増に取り組む必要
がある。

評価項目 評価指標
令和4年度
実績

事業計画
（目標値）

令和5年度
実績

現状分析・課題

S
（50）

総合評価

良好に実施
できている。
引き続き、入
場者数の確
保に努めると
ともに、経費
の節減を図
り、収支改善
に取り組む必
要がある。



6. 総合評価-県営首里城公園
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前年比 計画比

①利用状況 利用者数 997,368人 1,170,000人 1,446,286人 145% 124%

・新型コロナが5類感染
症に移行したことや、全
国旅行支援等の需要喚
起策等の影響により、入
域観光客数が増加した
ことで前年度実績及び
目標値を大きく上回っ
た。
【参考】
入域観光客数
R4：6,774千人
R5：8,532千人

S
（20）

②満足度 満足度 98.6% 90% 97.5% 98.9% 108.3%

・各項目とも高い評価を
受けており良好な結果と
なっている。
・QRコードを使用したア
ンケートでの収集を開始
し、多くのお客様の声を
収集するよう取り組んだ
結果、アンケートの収集
総数は3,009件となり、前
年度の収集総数（1,989
件）を上回る回答を得る
ことができている。

S
（20）

財
務
指
標

③財務状況 収益率 -0.9% -13.3% -4.1% 454.6% 30.6%

・利用料金収入は、入域
観光客の増加に伴う入
園者数の増加や料金改
定に伴い前年度増と
なったが、バス予約シス
テム導入や工事の影響
により、想定より収入が
伸び悩んでいる。
・支出については、新型
コロナウイルス感染症対
応地方創生臨時交付金
の活用、台風災害復旧
対応により前年度比増と
なったが、駐車場運用等
の人員配置の見直しに
よる管理コストの削減に
努めている。

B
（0）

150%

・QRコードを使用したア
ンケートでの収集を追加
し、多くのお客様の声を
収集するよう取り組んだ
ことで、アンケートの収
集総数は3,009件となり、
前年度の収集総数
（1,989件）を上回る回答
を得ることができた。

S
（10）

活
動
指
標

④重点取組事項

アンケート回収数
の増加
※来園者数に対す
るアンケート回収数

1,989件 2,000件

・アンケート回収方法にＷＥ
Ｂ方式を導入したことにより
回収数は増加している、今
後増加が見込まれる外国
人観光客に向けにWEB方
式の多言語対応を検討す
るなど、引き続きアンケート
回収数増に取り組む必要
がある。

・事業計画より収益率は改
善しているが、赤字を回避
することはできなかったこと
から、引き続き収支改善に
向けた取り組みが必要であ
る。
・バス予約システムに対応
した運用体制を構築して効
率化を図るなど、収入増に
向けた取り組みを行う必要
がある。

取組改善案

・今後も入域観光客数の増
加が見込まれ、特に外国
人観光客の増加が見込ま
れることから多言語対応な
どに取り組むこと。

・各項目とも高い評価を受
けており良好な結果となっ
ている。引き続き、来園者
アンケート等でお客様のご
意見を収集・分析し、今後
の管理運営の課題解決に
繋げる必要がある。
・アンケート回収方法にＷＥ
Ｂ方式を導入したことにより
回収数は増加している、今
後増加が見込まれる外国
人観光客に向けにWEB方
式の多言語対応を検討す
るなど、引き続きアンケート
回収数増に取り組む必要
がある。

3,009件 151%

評価項目

成
果
指
標

評価
（点数）

令和５年度実
績

評価指標
事業計画
（目標値）

令和４年度
実績

現状分析・課題

S
（50）

総合評価
良好に実施できている。
引き続き、入園者数の確保に努めるとともに、経費の節減を図り、収支改善に取り組む必
要がある。


